
　

今
年
度
も
武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委

員
会
の
活
動
は
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

尼
崎
市
は
令
和
３
年
４
月
５
日
〜
５
月

５
日
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
適
用
、
４

月
25
日
〜
５
月
11
日
緊
急
事
態
宣
言
、
５

月
11
日
〜
５
月
末
日
緊
急
事
態
宣
言
延

長
、
５
月
末
日
〜
６
月
20
日
緊
急
事
態
宣

言
再
延
長
、
６
月
21
日
〜
７
月
11
日
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
適
用
、
８
月
２
日
〜

８
月
19
日
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
適

用
、
８
月
20
日
〜
９
月
12
日
緊
急
事
態
宣

言
発
令
で
す
。

　

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
例
年
６
月
開
催

の
総
会
は
昨
年
と
同
様
に
書
面
総
会
と

し
、
特
別
講
演
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員

会
を
構
成
す
る
各
種
団
体
の
総
会
や
会
議

の
開
催
も
影
響
を
受
け
、
推
薦
委
員
名
簿

が
揃
う
の
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
７
月

に
各
委
員
名
簿
が
揃
い
ま
し
た
。

　

書
面
総
会
資
料
と
し
て
、
事
務
局
作
成

の
総
会
資
料
（
案
）
を
推
進
委
員
、
協
力

委
員
、
人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
の
各
委
員
に

　

参
加
者
か
ら
は
、「
北
欧
諸
国
の
理
想
的

な
事
例
を
多
く
紹
介
さ
れ
た
が
、こ
れ
ら
の

諸
国
で
は
非
常
に
高
い
税
金
に
よ
っ
て
そ
う

し
た
制
度
が
実
現
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」、「
わ
が
国
で
は
高
齢
者
が
ケ
ア
を
受
け

る
に
せ
よ
、施
設
に
入
所
す
る
に
せ
よ
利
用

者
負
担
は
重
い
。介
護
保
険
を
利
用
し
た
と

し
て
も
負
担
は
重
い
の
で
、北
欧
諸
国
の
よ

う
に
な
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」と

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　　

　

講
師
は
そ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
重
要

な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
理

想
的
な
形
に
近
づ
け
て
い
く
こ
と
は
可
能
で

あ
る
」と
、回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
と
し
て
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入

る
際
に
、自
分
が
使
っ
て
い
た
食
器
な
ど
を

持
参
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
の
家
と
同

　

令
和
３
年
７
月
20
日
、武
庫
人
権
推
の

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、地
域
総

合
セ
ン
タ
ー
南
武
庫
之
荘
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。じ
ん
け
ん
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

の
第
１
回
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

講
師
と
し
て
、神
戸
学
院
大
学
総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
で
、同
学
部
長

の
備
酒
伸
彦
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
生
き
る

を
支
え
る
ケ
ア-

こ
れ

か
ら
の
高
齢
者
ケ
ア

を
考
え
る-

」と
い
う

演
題
で
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、わ
が
国

の
高
齢
化
の
実
情
に

つ
い
て
と
北
欧
諸
国
の

理
想
的
な
高
齢
者
ケ

・
推
進
委
員
会
議
で
、
人
権
週
間
の
取

り
組
み
を
検
討
し
ま
す
（
10
月
上

旬
）
。

・
啓
発
用
パ
ネ
ル
の
設
置
（
武
庫
西
・

東
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の
ロ
ビ
ー
、
女

性
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ
）

・
の
ぼ
り
・
横
断
幕
の
設
置
（
武
庫
西

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
、
西
武
庫
公
園
東

側
、
阪
急
武
庫
之
荘
駅
前
南
北
ロ
ー

タ
リ
ー
、
武
庫
小
学
校
）

・
街
頭
啓
発
活
動
（
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
、
駅
前
パ
ネ
ル
展
示
）
（
阪
急
武

庫
之
荘
駅
南
北
12
月
１
日
予
定
）

・
街
頭
啓
発
用
チ
ラ
シ
袋
詰
め
作
業
及

び
啓
発
ビ
デ
オ
鑑
賞
（
11
月
中
旬
）

・
人
権
問
題
講
演
会
（
12
月
７
日
）

武
庫
地
区
人
権
学
習
会

　

場
所
、
講
師
、
テ
ー
マ
は
未
定
（
12
月

初
旬
）

市
民
啓
発
紙
『
武
庫
し
の
の
め
』
の

発
行

　

武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
の
事

業
や
人
権
啓
発
に
係
る
記
事
・
情
報
を
配

信
す
る
啓
発
紙
で
す
。
新
聞
折
り
込
み
で

武
庫
地
区
に
配
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
98

号
か
ら
武
庫
地
区
全
戸
対
象
に
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
し
ま
す
。
ま
た
市
内
の
各
施
設
等
で

も
配
架
し
ま
す
。

・
年
２
回
発
行
（
９
月
99
号
、
３
月
100

号
）

（
事
務
局
）

お
届
け
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
と
し
て
今
回
新
た
に
選
出
さ
れ

た
の
は
、
６
名
の
副
会
長
の
う
ち
２
名
で

す
。
尼
崎
地
区
保
護
司
会
武
庫
分
会
長
の

瀬
戸
冨
士
男
さ
ん
と
武
庫
地
区
小
・
中
学

校
連
合
育
友
会
副
会
長
の
安
井
知
絵
子
さ

ん
で
す
。

　

高
津
省
三
会
長
、
谷
口
武
光
副
会
長
、

松
井
俊
也
副
会
長
、
濱
田
格
子
副
会
長
、

藤
木
芳
博
副
会
長
の
４
名
は
留
任
さ
れ
ま

す
。
元
山
博
之
さ
ん
、
千
木
良
昌
彦
さ
ん

は
相
談
役
を
留
任
さ
れ
ま
す
。（

事
務
局
）

　

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
開
催
が
中
止
や
変
更
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
人
権
問
題
講
演
会
・
研
修
会

　

武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
の
推

進
委
員
、
協
力
委
員
、
人
権
啓
発
リ
ー

ダ
ー
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

・
総
会
時
特
別
講
演
会
（
中
止
）

・
人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
７
月

20
日
）

・
各
種
団
体
別
合
同
研
修
会
（
10
月
中

旬
予
定
、
２
月
中
旬
予
定
）

人
権
週
間
の
取
り
組
み

　

国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
し
、
12
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
、
今
年
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
の

取
り
組
み
が
全
国
各
地
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

武
庫
地
区
で
も
、
こ
の
期
間
中
、
人
権

パ
ネ
ル
展
、
駅
前
街
頭
啓
発
活
動
な
ど
を

取
り
組
み
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
を
目
指
し
、
心
な

い
差
別
に
よ
っ
て
誰

も
が
傷
つ
く
こ
と
の

な
い
「
人
権
文
化
の

息
づ
く
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。

「
効
率
化
」と「
豊
か
さ
」

視
点

武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
・

　
　  

書
面
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ア
の
事
例
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
ケ
ア
は

治
療
の
側
面
に
傾
斜
し
て
い
た
、つ
ま
り「
病

気
や
怪
我
を
治
す
」こ
と
に
偏
っ
て
い
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
は
治
療
を
す
る
だ
け
で
な

く
、普
通
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、様
々
な
工
夫
で
高
齢
者
が
元
気

を
取
り
戻
し
、普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
に
関
し
て
、講
師
が
長
年
高
齢

者
介
護
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か
ら
の
実

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
導
入

が
わ
が
国
の
高
齢
者
ケ
ア
に
と
っ
て
は
大
き

な
転
機
で
、画
期
的
な
こ
の
制
度
を
是
非
利

用
し
て
ほ
し
い
と
、講
師
か
ら
来
場
者
へ
の

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

じ
よ
う
な
環
境
に
近
づ
け
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
人
が
、以
前
に

生
き
が
い
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
う
一
度
触

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、元
気
を
取
り
戻
す
こ

と
が
出
来
た
例
も
紹
介
さ
れ
、そ
の
人
に

と
っ
て
何
が
必
要
か
を
考
え
て
、必
要
と
さ

れ
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
か
ら
、理
想
的
な
高
齢
者

ケ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、ど
う
す
れ

ば
そ
れ
が
可
能
に
な
る
か
に
つ
い
て
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
ケ

ア
を
す
る
上
で
、高
齢
者
の
人
と
し
て
の
尊

厳
や
自
尊
心
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
な

こ
と
だ
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す

る
中
、感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
開
催

し
、多
く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。

（
参
加
者　

51
名
）

（
事
務
局
）
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覚
え
て
い
ま
す
か
？
金
曜
日
の
夜
。

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
洋
画
劇
場
」。
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
音
色
が
週
末
の
夜
を
心
地
よ
く
奏
で

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
家
族
が
寄
り
添
っ
て

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の
前
で
過
ご
し
た
時

間
。

　

あ
の
頃
と
今
で
は
、
何
が
違
っ
て
い
る

の
か
。
挙
げ
て
い
け
ば
い
く
ら
で
も
書
く

こ
と
は
で
き
る
。
今
は
す
べ
て
に
お
い
て

「
効
率
化
」「
便
利
さ
」
が
優
先
さ
れ
、
確

か
に
便
利
な
時
代
に
は
な
っ
た
が
、
決
定

的
に
違
っ
て
い
る
の
は
、「
豊
か
さ
」
を

感
じ
な
く
な
っ
た
こ
と
。

　

昭
和
の
時
代
に
は
、確
か
に
「
豊
か
さ
」

が
あ
っ
た
。
単
な
る
回
顧
主
義
で
終
わ
ら

せ
る
話
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
進
歩

が
加
速
度
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、
従

前
の
ツ
ー
ル
か
ら
革
新
的
な
も
の
へ
と
変

化
す
る
に
従
い
、
こ
れ
ま
で
の
人
と
人
と

の
意
思
伝
達
、
相
互
理
解
は
益
々
希
薄
な

も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、
子
ど
も

達
に
何
を
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
か…

。
心
・
技
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
教
育
の
実
践
。
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
ス
タ
ー
ト
し
た
中
で
、
今
後
の
学

校
教
育
の
真
価
が
問
わ
れ
る
。

武
庫
中
学
校
　
　
　
　

　
校
長
　
鍬
原
　
輝
明

・書面総会について　　　　　　　　　 　　　　    　事務局
・令和３年度事業計画　　　　　　　　 　　　　   　事務局
・人権啓発リーダー研修会　　　　　　 　　　　　 　事務局
・視点　「効率化」と「豊かさ」　　　　武庫中学校長　鍬原輝明
・人権啓発標語

・ご近所づきあいで防災力アップ！　　武庫地域課　　冨田聡一郎
・女性センター・トレピエは男女共同参画を推進する尼崎市の拠点施設です
　　　　　　　　　　　　　　　　　トレピエ所長　  宮下智子
・「新一年生　下校見守り　ボランティア活動」　
　　　　　　　　　　　　  　　　　少年補導委員　田近えり子

人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

武
庫
地
区
人
権
啓
発
推
進
委
員
会

令
和
３
年
度
事
業
計
画

尼
崎
市
の
人
権
啓
発
標
語

武
庫
し
の
の
め
創
刊
号
か
ら
98
号
ま
で
に
掲
載

さ
れ
た
尼
崎
市
の
人
権
啓
発
標
語

し
な
い　

さ
せ
な
い　

許
さ
な
い　

心
の
奥
の
そ
の
差
別

差
別
す
る　

あ
な
た
を
見
て
ま
す　

小
さ
な
目

市
民
み
な　

守
る
人
権　

許
さ
ぬ
差
別

つ
な
ぐ
手
で　

な
く
そ
う
差
別　

築
こ
う
未
来

ま
だ
残
る　

差
別
を
た
ち
き
る　

主
役
は
あ
な
た

は
ぐ
く
も
う　

人
へ
の
や
さ
し
さ　

思
い
や
り

令
和
３
年
６
月
23
日



　

武
庫
地
区
少
年
補
導
委
員
連

絡
会
は
、
南
武
庫
之
荘
１
，
南

武
庫
之
荘
２
，
武
庫
之
荘
、
武

庫
町
、
東
武
庫
、
常
吉
、
西
武

庫
、
時
友
・
友
行
、
常
松
、
西

昆
陽
の
10
班
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ふ
だ
ん
私
た
ち
は
尼
崎
市
少

年
補
導
委
員
と
し
て
、
担
当
地

域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
中
心

に
、
有
害
図
書
の
回
収
活
動
、

環
境
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
地
域
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
に
、

小
学
校
の
新
一
年
生
下
校
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま

す
。

　

小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り

の
一
年
生
に
と
っ
て
、
は
じ
め

て
の
下
校
は
親
子
共
に
、
不
安

に
思
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
武
庫
北
小
学
校
で

は
小
学
校
と
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
連
携
し
て
、
一
年

生
が
安
心
し
て
下
校
で
き
る
よ

う
に
、
入
学
後
し
ば
ら
く
の

間
、
地
域
の
人
々
で
下
校
を
見

守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
四

年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

第
八
、第
十

一
、第
十
二

連
協
、シ
ル

バ
ー
ふ
れ

あ
い
の
会
、

民
生
児
童

委
員
、学
校

開
放
委
員
、

県
防
尼
北

少
年
補
導

員
、市
少
年
補
導
委
員
の
人
々

が
、参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
見
守
り
活
動
期
間

は
、
４
月
９
日
か
ら
21
日
ま
で

の
９
日
間
で
す
。

　

前
半
の
４
日
間
は
「
左
右
を

確
認
し
て
渡
ろ
う
ね
」
、
「
後

ろ
か
ら
車
が
来
る
か
ら
道
路
の

端
を
歩
こ
う
ね
」
な
ど
、
声
を

か
け
な
が
ら
子
ど
も
達
と
一
緒

に
学
校
か
ら
下
校
し
ま
す
。

　

後
半
の
５
日
間
は
、
子
ど
も

達
だ
け
で
下
校
す
る
た
め
の
準

備
期
間
と
し
て
、
学
校
か
ら
一

緒
に
下
校
す
る
の
で
は
な
く
、

下
校
ル
ー
ト
ご
と
に
見
守
り
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
場
所
を
決

め
て
、
そ
の
場
所
で
子
ど
も
達

が
下
校
し
て
来
る
の
を
待
っ
て

見
守
り
ま
す
。

　

見
守
り
を
行
う
場
所
の
例
を

あ
げ
る
と
、
バ
ス
通
り
で
交
通

量
も
あ
る
け
れ
ど
信
号
が
な
い

横
断
歩
道
、
地
下
道
周
辺
、
バ

ス
通
り
の
角
、
そ
し
て
建
て
替

え
工
事
中
の
団
地
周
辺
な
ど
で

す
。

　

こ
の
５
日
間
が
過
ぎ
る
と
、

い
よ
い
よ
子
ど
も
達
だ
け
で
の

下
校
が
始
ま
り
ま
す
。
最
初
は

友
達
と
の
会
話
に
夢
中
に
な
っ

て
、
曲
が
る
場
所
を
間
違
え
て

し
ま
っ
た
子
ど
も
も
、
左
右
を

確
認
し
な
い
で
道
路
を
渡
ろ
う

と
し
て
い
た
子
ど
も
も
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

数
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
す
が
、
子
ど
も
達
が
安
心

し
て
下
校
す
る
た
め
の
手
助
け

が
出
来
て
、
見
守
り
初
日
よ
り

も
少
し
成
長
し
た
子
ど
も
達
の

姿
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

少
年
補
導
委
員
　
　
　
　

   

田
近
え
り
子
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尼
崎
市
女
性
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ

は
、
何
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
第
５
番
目
の
目
標
の
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
を
推
進
し

て
い
る
施
設
で
す
。

　

１
９
７
４
年
に
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
女
性
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促

進
、
勤
労
婦
人
の
福
祉
の
た
め
に
武
庫
之

荘
で
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
１
９
９
３
年

に
は
、
尼
崎
市
立
女
性
・
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー
、
通
称
女
性
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ

と
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
以
来

ず
っ
と
女
性
た
ち
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
、
１
９

９
９
年
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
第
２
条
に
男

女
共
同
参
画
社
会
の
概
念
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
直
す
と
、

「
男
ら
し
く
な
く
、

女
ら
し
く
な
く
自

分
ら
し
く
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
」に
な

り
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、毎
年
、国

ご
と
の
男
女
格
差

を
経
済
・
政
治
・
教

育
・
健
康
の
４
分
野
の
デ
ー
タ
か
ら
測

り
、
数
値
化
し
た
指
数
を
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
と
し
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
に
公
表
さ
れ
た
日
本
の
順

位
は
、
１
５
６
カ
国
中
、
１
２
０
位
と
、

男
女
格
差
が
大
き
い
、
と
て
も
残
念
な
現

状
で
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

は
、
社
会
通
念
や
慣

習
な
ど
、
社
会
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た

「
男
性
像
」
「
女
性

像
」
の
よ
う
な
男
女

の
別
を
言
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
男
だ
っ
た
ら
泣
く
な
」
「
男

勝
り
、
女
だ
て
ら
に
」
の
よ
う
に
男
性

は
、
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
無
意
識
の

う
ち
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
思
い
込
み
や

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
事
・
育
児
を
担
う

も
の
」
の
よ
う
に
性
別
に
よ
る
固
定
的
役

割
分
担
意
識
の
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た

思
い
込
み
や
偏
っ
た
も
の
の
見
方
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
や
差
別
を
生
ん
で

い
ま
す
。

　

尼
崎
市
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
視
点
を
意
識
し
な
が
ら
、
性

の
多
様
性
を
前
提
と
し
、
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
誰
も
が
充
実
し
た
職
業
生
活
、
社

会
生
活
、
家
庭
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
を
推
進
す
る
た
め
に
男
女
共
同
参

画
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
女
性
セ
ン

タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ
は
、
そ
の
計
画
を
実
施

し
て
い
く
拠
点
施
設
に
な
り
ま
す
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
大
き
く
分

け
て
３
つ
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
学
習
事

業
、
就
労
支
援
事
業
、
相
談
事
業
に
な
り

ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
啓
発
学
習
事
業
で
は
、

Ｄ
Ｖ
や
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
、

性
の
多
様
性
の
啓
発
、
ま
た
、
中
学
・
高

校
・
大
学
へ
出
向
き
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
予
防

講
座
を
行
い
、
若
年
層
か
ら
お
互
い
を
尊

重
す
る
関
係
を
築
く
大
切
さ
を
伝
え
て
、

男
女
の
人
権
の
尊
重
と
暴
力
の
根
絶
の
た

め
の
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
力
（
Ｃ
Ｍ
な

ど
の
情
報
を
読
み
取
る
力
）
を
つ
け
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
持
つ
こ
と
、
男
性
や

子
ど
も
の
家
事
参
加
に
よ
る
性
別
役
割
分

担
意
識
の
解
消
、
男
性
の
長
時
間
労
働
の

見
直
し
や
育
児
休
業
取
得
推
進
の
講
座

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充

実
と
女
性
の
ケ
ア
役
割
の
解
消
に
つ
な
が

り
、
強
い
て
は
、
社
会
制
度
・
慣
行
の
見

直
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
や
介
護
、
育
児
等
、
多
様

な
テ
ー
マ
か
ら
政
策
・
方
針
の
企
画
決
定

に
女
性
の
参
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、

参
加
す
る
と
誰
も
が
わ
か
る
よ
う
に
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
労
支
援
事
業
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
、
離

職
を
や
む
な
く
選

択
す
る
状
況
に
な

る
こ
と
が
多
い
女

性
に
、
資
格
取
得

や
起
業
、
在
宅

ワ
ー
ク
を
支
援
す

る
講
座
を
行
い
、

再
就
職
や
継
続
就

労
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
就

労
体
験
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
事
業
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

影
響
で
、
女
性
特
有
の
悩
み
や
就
労
の
悩

み
相
談
に
つ
い
て
、
女
性
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
弁
護
士
が
対
応
を
し
て
、
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
整
理
と
自
己
決
定
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
の
す
べ
て
の
事
業
に

は
、
無
料
の
託
児
が
あ
り
、
安
心
し
て
相

談
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
学
び
と
実
践

が
行
え
ま
す
。
情
報
資
料
室
に
は
、
学
び

を
深
め
る
本
が
あ
り
ま
す
。

　

男
性
も
女
性
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
生

き
づ
ら
さ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
持
つ

こ
と
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
女

性
セ
ン
タ
ー
は
、
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
て
、
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
誰
も
が
集
え
学
べ

る
場
所
、
頼
れ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
に
、
い

つ
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

尼
崎
市
女
性
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ
　

　
所
長
　
宮
下
智
子

「
新
一
年
生
　
下
校
見
守
り

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
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武
庫
地
区
で
頑
張
る
団
体
紹
介

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
な
の
を
ご

存
じ
で
す
か
？
昔
か
ら
「
二
百
十
日
」
や

「
二
百
二
十
日
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
る
通

り
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
台
風
に

よ
る
被
害
が
多
い
時
期
で
す
。

　

最
近
で
は
、
平
成
30
年
に
阪
神
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
21
号
も

尼
崎
市
に
最
接
近
し
た
の
は
９
月
４
日
で

し
た
。

　

３
年
前
の
台
風
も
そ
う
で
し
た
が
、
毎

年
の
よ
う
に
日
本
の
ど
こ
か
で
、
私
た
ち

が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
よ

う
な
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
や
家
族
が
ど
こ
に

避
難
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る

の
か
、
普
段
か
ら
考
え
て
備
え
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
台
風
の
接
近
は
あ
ら
か
じ
め
予

測
が
立
ち
や
す
い
の
で
、
前
日
か
ら
安
全

な
親
せ
き
や
知
人
宅
へ
身
を
寄
せ
る
な

ど
、
余
裕
を
も
っ
た
避
難
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

　

令
和
３
年
５
月
20
日
か
ら
市
か
ら
出
さ

れ
る
避
難
情
報
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
あ
っ
た
「
避
難
勧
告
」
な
ど
は
廃

止
に
な
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
５
段
階
の
数

字
で
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
災
害
の
お

そ
れ
あ
り
）
で
「
高
齢
者
等
避
難
」
、
警

戒
レ
ベ
ル
４
（
災
害
の
お
そ
れ
高
い
）
で

「
避
難
指
示
」
、
警
戒
レ
ベ
ル
５
（
災
害

発
生
又
は
切
迫
）
で
「
緊
急
安
全
確
保
」

の
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

市
か
ら
「
避
難
指
示
」
（
警
戒
レ
ベ
ル

４
）
の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
必
ず
避
難
行
動
を
と
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
な
ど
が
開
設
す
る
避
難
所
を

ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
や
除
菌

シ
ー
ト
を
持
参
す
る
な
ど
、
感
染
症
予
防

対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
は
、
災
害
避

難
の
際
に
支
援
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
近
く
に
、
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

…

」
、
「
少
し
心
配
だ
な…

」
と
感
じ
る

ご
家
庭
が
あ
る
場
合
は
、
ご
近
所
同
士
で

声
を
掛
け
合
い
、
ち
ょ
っ
と
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

「
そ
う
言
わ
れ
て
も
、
ご
近
所
さ
ん
と

は
挨
拶
を
す
る
く
ら
い
だ
し…

」
と
思
わ

れ
る
方
は
、
ご
自
宅
の
近
く
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
や
「
い
き

い
き
１
０
０
歳
体
操
」
な
ど
の
集
い
に
参

加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご
近

所
さ
ん
と
顔
見
知
り
に
な
り
、
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　

ご
近
所
同
士
の
普
段
か
ら
の
お
付
き
合

い
が
根
付
い
て
い
る
と
、
災
害
の
起
こ
っ

た
時
の
助
け
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

地
域
の
防
災
力
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

武
庫
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
武
庫
地
域
課
　

課
長
　
冨
田
　
聡
一
郎

武
庫
地
区
少
年
補
導
委
員
連
絡
会

女
性
セ
ン
タ
ー
・
ト
レ
ピ
エ
は

　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
尼
崎
市
の
拠
点
施
設
で
す

ご
近
所
づ
き
あ
い
で
防
災
力
ア
ッ
プ
！


